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$ cd mikutter/plugin/ 

$ git clone https://github.com/toshia/shindanmaker  

$ sudo apt-get install ruby1.8-dev ruby1.8 ri1.8 rdoc1.8 irb1.8 

$ sudo apt-get install libreadline-ruby1.8 libruby1.8 libopenssl-ruby 

$ sudo apt-get install libxslt-dev libxml2-dev 

$ sudo gem install nokogiri 
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7  
- mikutter  
   http://mikutter.hachune.net/ 

- mikutter (ATND) 

  http://atnd.org/events/24999 
- toshia - GitHub 
   https://github.com/toshia 

- brsywe-mikutter     

  http://home1.tigers-net.com/brsywe/mikutter2.html  

-  

   http://d.hatena.ne.jp/Bardiche_A/ 
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mikutterで Lifelog

@katsyoshi

1 はじめに
twitter の日々流れてくるツイートを保存したく
ないですか？ mikutterなら比較的楽にツイートを
保存して，保存したツイートを見ることができま
す．また，日々のツイート数をグラフ化したりする
ことができます．そんな方法をちょっとだけ説明し
ます．

2 保存方法
mikutter で timelineの保存するツールとしてい
くつか pluginが提供されてます．

• mikutter-sqlite[2]

• mikutter-mongodb[3]

• mikutter-fluentd[4]

mikutter-sqliteは，SQLite3でmikutterで起き
るイベント (update, mention 等) を保存します．
この plugin の特徴として，保存されたイベントは
mikutterに反映させることができます．
mikutter-mongodb は，mikutte-sqlite の mon-

godb クローンとしての開発をはじめました．保存
対象として，homeの timeline，mentionなどです．
保存されたイベントは mikutter に反映させること
ができない．めんどうくさくなったので開発がと
まってる．ヽ (’ω’) ノ三ヽ (’ω’) ノもうしわけねぇ
もうしわけねぇ
最近話題のロギングツールの fluetd[5]を利用し，
開発しているのが mikutter-fluentd です．くわし
くは 3章で説明します．

3 mikutter-fluentd

mikutter-fluentd は mikutter のイベントを直接
Database に挿入するのではなく，一度 fluentd に
投げ，fluentdで受け fluentdが各サービスに保存し
ます．保存するサービスには，Redis, MongoDB,

Amazon S3などがあります．今回は fluent-plugin-

mongoを用いて，MongoDBに保存します．
3.1 mikutter-fluentdの設定
まず，mikutter-fluentdの設定を行ないます．参
考文献 [4]から mikutterの pluginをダウンロード
します．ダウンロードしたら，mikutterの plugin

ディレクトリに mikutter-fluentd.rb を置きます．
ファイルを pluginディレクトリに置いたら，fluent-
logger-rubyをGemでインストールします．

$ git clone \

git://github.com/katsyoshi/mikutter-fluentd.git

$ cd mikutter-fluentd

$ cp mikutter-fluentd.rb ~/.mikutter/plugin/.

$ gem install fluent-logger

これで mikutter側の設定は終了です．
fluentdのインストールは，gemでインストール
しますが，fluent-logger-ruby のインストール時に
同時にインストールされてると思います．されて
ない場合は，gemコマンドでインストールします．
つぎに，mongodbのインストールと fluent-plugin-

mongo のインストールを行います．こちらも同様
に gemコマンドでインストールします．

$ gem install fluentd # インストールされてない場
合
$ gem install fluent-plugin-mongo mongo bson_ext

つぎに fluentd 側の設定を行ないます．fluentd

の設定としては，mikutter から投げられたデータ
を各サービスに投げるだけです．設定が終ったら，



fluentd を起動し，mikutter を立ちあげるとロギ
ングが開始します．fluentdの起動は，-cオプショ
ンで設定ファイルの指定，-p オプションで plugin

ディレクトリを指定します．gem 化されていない
fluent-plugin がある場合は-p オプションを指定し
ます．

<source>

type forward

</source>

<match mikutter.timeline>

type mongo

database fluentd_mikutter

collection timeline

buffer_chunk_limit 3m

</match>

<match mikutter.favorited>

type mongo

database fluentd_mikutter

collection favorite

buffer_chunk_limit 3m

</match>

$ fluentd --setup ~/.fluent.d # fluentd の初期
化
$ emacs ~/.fluent.d/fluent.conf # 前出の設定フ
ァイルの編集
$ fluentd -c ~/.fluent.d/fluent.conf \

-p ~/.fluent.d/plugin -vv & # 一行で
$ cd ~/mikutter

$ ruby mikutter

これでmikutterから fluentdに投げられて，flu-

entdから mongodbに保存されるようになります．
つぎに mongodb 保存したツイートを可視化しま
しょう．

4 可視化しよう
本章では，fluentd で集めたツイートを可視化し
てみようと思います．可視化する対象としては，ツ
イート数とします．可視化方法としてグラフを用い
ます．グラフ化するために利用するライブラリと
して，jqueryプラグインの jqplotとGoogle Chart

API があります．どちらも利用しやすいグラフ化
ツールです．今回はとりあえず jqplot での作成方
法について解説します．

まず，MongoDB に保存したデータを取出て
JSON 形式のテキストファイルとして保存します．
保存したテキストファイルのデータを読み込み，
jqplotで表示させると以下の図のようになります．

図 1 日毎のツイート数

ここでは，jqplotの BarRederer.jsを利用して表
示させています．ほかにも線グラフなど様々なプラ
グインが提供されています．

5 おわり
みくったーを使って，twitter のログをとり，そ
のログを可視化することを行いました．mikutter-

fluentd を利用することで簡単にログを残すことが
でき，更にそのログから日々のツイート数などを見
ることができました．みなさんもログを残してみて
どんなことが起きたかを可視化すると楽しいと思い
ますよ．
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たのしい mikutter install

@Phenomer

2012-07-10

1 はじめに
一部界隈で何故か導入が難しいと思われているらしいmikutter。本稿ではその導入方法
等を複数解説し、「難しい」というイメージの払拭を試みる。

2 Arch Linuxで最新のmikutterを使おう
2.1 概要
最近流行りの Linuxディストリビューション、Arch Linux1にmikutterを導入する手順
を紹介する。

2.2 AURの (不)安定版のパッケージを利用する
Arch Linuxには既にArch User Repository(AUR)にmikutterのパッケージが存在する。

AURは、yaourt2を用いると簡単に利用できる。残念ながらyaourtは公式リポジトリには存
在しない。そこで、yaourtの配布リポジトリである repo.archlinux.frを/etc/pacman.conf

に追加し、yaourtを利用可能にする。✓ ✏
[archlinuxfr]

Server = http://repo.archlinux.fr/$arch

✒ ✑
yaourtのインストールは、いつも通り pacmanを用いる。✓ ✏
miku@negi% sudo pacman -Sy

miku@negi% sudo pacman -S yaourt

✒ ✑
後はmikutterを AURからビルドしインストールして、mikutterを実行するだけであ
る。buildの際にウィザード形式でいろいろ聞かれるが、それとなく答えておけば問題な
い。自動的に ruby等の依存関係も yaourtが解決してくれる。

1Arch Linux http://www.archlinux.org/ 現在は mikutter の開発も Arch Linux で行われている。パッ
ケージの更新が非常に早く、ローリングリリースが行われている点が特徴であり、ユーザの環境は常に最先端
に保たれる。

2pacman のフロントエンド。 AUR を用いたパッケージのビルド等も一括して行える。
http://archlinux.fr/yaourt-en
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✓ ✏
miku@negi% yaourt -S mikutter

...

==> Edit PKGBUILD ? [Y/n] ("A" to abort)

==> n

...

==> Continue building mikutter ? [Y/n]

==> y

miku@negi% mikutter

✒ ✑

2.3 開発リポジトリを利用する
mikutterの最新機能を使いたい、またプラグイン開発等を行いたい場合など、最新の

mikutterを使いたくなることが多々あると思われる。(mikutterの trunk 追い掛けユーザ
の割合はかなり高いというウワサもあったりなかったり)

mikutterの開発は、(一応)Subversionにて行われている。3 そのため、リポジトリから
最新のリビジョンを取得する場合は、subversionが必要になる。また、subversionにてソー
スを入手する場合、依存関係の解決は行われないため、mikutterに必要なライブラリのイ
ンストールも行う。4✓ ✏

miku@negi% sudo pacman -S subversion ruby-gtk2 libnotify

✒ ✑
subversionをインストールできれば後は簡単。mikutterのリポジトリをチェックアウト
するだけである。✓ ✏

miku@negi% sudo pacman -S subversion

miku@negi% svn co svn://mikutter.hachune.net/mikutter/trunk mikutter

miku@negi% ruby mikutter/mikutter.rb

✒ ✑
リポジトリの更新は、svnの updateコマンドを用いる。✓ ✏
miku@negi% cd mikutter && svn up

✒ ✑

2.4 開発バージョンのパッケージを作って利用する
Arch Linuxでmikutterを動かしているホストが何台もある場合、いちいち手動で sub-

versionで更新するのは面倒な上に、mikutter.hachune.netへの負荷も大きくなる。そこ
で、mikutterの trunk版パッケージを作成しプライベートリポジトリに登録することで、
それを自宅ネットワーク内のホストにて共有可能にする。

3筆者は mikutter開発者の toshi_a氏に「subversionはオワコン、git使ってるよ」と言われふぇぇした
記憶がある。

4ruby-gtk2と libnotifyの二つをインストールすれば他の依存関係は自動的に解決される。
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2.4.1 Webサーバの作成
Webサーバの構築は、rubyが入っているのであれば webrickが最も手っ取り早い。以
下は、/var/repoを http://10.39.39.39:3939/ として公開するWebサーバのワンライナー
である。5✓ ✏

miku@negi% sudo mkdir /var/repo

miku@negi% sudo chown miku:miku /var/repo

miku@negi% ruby -r webrick -e "WEBrick::HTTPServer.new(:Port=>3939,

:DocumentRoot=>’/var/repo’).tap{|s| trap(:INT){s.stop}}.start"

✒ ✑
NGINX等のWebサーバを利用したほうがよい場合が多いが、ここでは解説の単純さを
優先する。

2.4.2 mikutter-svnパッケージの作成
今回はmikutterの subversionパッケージを作成するため、AURに公開されているmikut-

terの PKGBUILDはそのまま利用できない。そこで新たにmikutter-svnの PKGBUILD

スクリプトを作成する。作成した PKGBUILDスクリプトは以下のようになった。

5:DocumentRoot=>Dir.pwdとすればカレントディレクトリを公開する簡易HTTPサーバとして使える。
shellの aliasに登録しておくと何かと便利。
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✓ ✏
# Maintainer: Phenomer <phenomer@g.hachune.net>

pkgname=mikutter-svn

pkgver=20120710

pkgrel=1

pkgdesc="a moest twitter client"

arch=(’i686’ ’x86_64’)

url="http://mikutter.hachune.net/"

license=(’GPL v3’)

depends=(’ruby’ ’ruby-gtk2’ ’ruby-cairo’)

makedepends=(’subversion’)

optdepends=(’libnotify’)

conflicts=(’mikutter’)

provides=(’mikutter’)

install=

_svntrunk=svn://mikutter.hachune.net/mikutter/trunk

_svnmod=mikutter

build() {

cd "${srcdir}"

if [ -d "${_svnmod}/.svn" ]; then

cd "${_svnmod}" && svn up

else

svn co "${_svntrunk}" "${_svnmod}"

fi

}

package() {

mkdir -p "$pkgdir/usr/bin"

mkdir -p "${pkgdir}/usr/lib"

cp -r "${srcdir}/${_svnmod}" "${pkgdir}/usr/lib/mikutter"

rm -rf "${pkgdir}/usr/lib/mikutter/.svn"

cat <<EOF > "$pkgdir/usr/bin/mikutter"

#!/bin/sh

ruby /usr/lib/mikutter/mikutter.rb $0

EOF

chmod a+x "$pkgdir/usr/bin/mikutter"

}

✒ ✑
これを用いてmakepkgを行えば、最新のmikutter-svnパッケージを作成できる。ビル
ド前には、subversionでの利用時同様に依存関係を事前に解決しておく。✓ ✏

miku@negi% sudo pacman -S subversion ruby-gtk2 libnotify

miku@negi% ls

PKGBUILD

miku@negi% makepkg

...

==> Finished making: mikutter-svn 811-1 (2012 年 7 月 9 日 月曜日 02:52:48 JST)

✒ ✑

2.4.3 プライベートリポジトリの作成とパッケージの追加
プライベートリポジトリの作成とパッケージ追加は、repo-addコマンドを用いて簡単
に行うことができる。このコマンドにより、自動的にパッケージのデータベースが作成さ
れ、クライアントの pacmanがリポジトリの状態を参照可能になる。
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✓ ✏
miku@negi% cp mikutter-svn-811-1-x86_64.pkg.tar.xz /var/repo

miku@negi% cd /var/repo

miku@negi% repo-add mikutter.db.tar.xz \

> mikutter-svn-811-1-x86_64.pkg.tar.xz

==> Adding package ’mikutter-svn-811-1-x86_64.pkg.tar.xz’

-> Computing checksums...

-> Creating ’desc’ db entry...

-> Creating ’depends’ db entry...

==> Creating updated database file ’mikutter.db.tar.xz’

✒ ✑

2.4.4 リポジトリを利用
yaourtを導入した際と同様に、/etc/pacman.confに今回作成したリポジトリを追加する。✓ ✏
[mikutter]

Server = http://10.39.39.100:3939/

✒ ✑
これで pacmanにてmikutter-svnを利用可能になった。✓ ✏
miku@negi% pacman -Sy

miku@negi% pacman -Si mikutter-svn

Repository : mikutter

Name : mikutter-svn

Version : 811-1

URL : http://mikutter.hachune.net/

Licenses : GPL v3

Groups : None

Provides : mikutter

Depends On : ruby ruby-gtk2 ruby-cairo

Optional Deps : libnotify

Conflicts With : mikutter

Replaces : None

Download Size : 1539.11 KiB

Installed Size : 8188.00 KiB

Packager : Unknown Packager

Architecture : x86_64

Build Date : 2012 年 07 月 09 日 02 時 52 分 44 秒
MD5 Sum : 1813728ee6e9b1c34731854c371477cc

SHA256 Sum : 4d9c49b4c1a54f17b1407614b8b6ae62

10e56a20c2143c7d76b6753c8107b252

Signatures : None

Description : a moest twitter client

✒ ✑

2.5 ソースから野良ビルド
mikutterが最新でも、rubyや ruby-gtk2が古くては面白くない。6 そこで、rubyと ruby-

gtk2をソースからビルドする手順も紹介しておく。これはArch LinuxだけではなくDebian

等でも、パッケージ名を読み替えつつ同様の手順を踏むことで行える。

6Arch Linuxでは最新の安定版が利用できることが多い。
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2.5.1 rubyのビルド
以下が rubyの trunk7のビルド手順であるが、早速失敗する。✓ ✏
miku@negi% svn co http://svn.ruby-lang.org/repos/ruby/trunk ruby

miku@negi% cd ruby

miku@negi% autoconf

miku@negi% ./configure --prefix=/usr/ruby --enable-shared

miku@negi% make

...

executable host ruby is required. use --with-baseruby option.

✒ ✑
「trunkの rubyをビルドする際は、rubyが必要」らしい。仕方がないので ruby をイン
ストールしやり直す。✓ ✏

miku@negi% sudo pacman -S ruby

miku@negi% ./configure --prefix=/usr/ruby --enable-shared

miku@negi% make

...

make: exec(bison) failed (No such file or directory)

✒ ✑
今度は bisonが実行できないと怒られる。これまた仕方がないのでインストールする。✓ ✏
miku@negi% sudo pacman -S bison

miku@negi% make && sudo make install

miku@negi% /usr/miku/bin/ruby -v

ruby 2.0.0dev (2012-07-08 trunk 36337) [x86_64-linux]

✒ ✑
環境によっては、rubyの拡張ライブラリの利用に必要なライブラリやヘッダファイル
が不足している場合がある。今回は、opensslと zlibが必須となるが、その他に gdbmや
libyaml、readline、ncursesw、tk等も必要に応じて導入する。

2.5.2 ruby-gtk2のビルド
ruby-gtk2のビルドの前に、pkg-configと gtk2の導入が必要である。8

✓ ✏
miku@negi% pacman -S pkg-config gtk2

✒ ✑
また、rubyの pkg-configライブラリも必要になる。これは rubygemsを用いてインス
トールする。9✓ ✏

miku@negi% /usr/miku/bin/gem install pkg-config

✒ ✑
ruby-gtk2のリポジトリ10からチェックアウトし、コンフィグを実行する。

7Ruby - レポジトリガイドhttp://www.ruby-lang.org/ja/documentation/repository-guide
8Arch Linuxなら gtk2、Debian系なら libgtk2.0-devである。
9pkg-configのリポジトリ (https://github.com/rcairo/pkg-config/)からソースを入手しインストールを

試みたが失敗するようなので今回は見送った。
10SourceForge.net - Ruby-GNOME2 http://sourceforge.net/scm/?type=svn&group_id=53614
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✓ ✏
miku@negi% svn co \

https://ruby-gnome2.svn.sourceforge.net/svnroot/ruby-gnome2/

ruby-gnome2/trunk ruby-gnome2

miku@negi% cd ruby-gnome2

miku@negi% /usr/miku/bin/ruby extconf.rb

...

-----

Target libraries: glib2, gio2, gdk_pixbuf2, pango, atk, gtk2

Ignored libraries: gstreamer, gtksourceview2, rsvg2, poppler,

goocanvas, vte

-----

Done.✒ ✑
いくつかのパッケージの configに失敗するが、ruby-gtk2としての動作に支障は無いため
今回は無視してmake。✓ ✏

miku@negi% make

...

エラー: expected expression before ’/’ token

✒ ✑
が、いきなりエラー多発。なにやらC++ライクなコメント (//)が全て不正扱いされエ
ラーになっている模様。✓ ✏

% vi glib2/ext/glib2/rbgobj_valuetypes.c

% vi glib2/ext/glib2/rbgobj_param.c

% vi glib2/ext/glib2/rbgobj_type.c

% vi glib2/ext/glib2/rbglib_keyfile.c

% vi glib2/ext/glib2/glib-enum-types.c

% vi glib2/ext/glib2/rbgobj_signal.c

% vi glib2/ext/glib2/rbgobj_object.c

% vi gdk_pixbuf2/ext/gdk_pixbuf2/rbgdk-pixdata.c

% vi gdk_pixbuf2/ext/gdk_pixbuf2/rbgdk-pixbuf.c

% vi gtk2/ext/gtk2/rbgtkaccellabel.c

% vi gtk2/ext/gtk2/rbgtkwidget.c

% vi gtk2/ext/gtk2/rbgtkcontainer.c

✒ ✑
その他にも glib.hのインクルードのエラー等、細かな修正が必要な箇所があった。✓ ✏
% vi glib2/ext/glib2/rbglib_win32.c

/* #include <glib/gwin32.h> */

#include<glib.h>

% vi glib2/ext/glib2/rbglib_int64.c

/* #include <glib/gtypes.h>*/

#include <glib.h>

✒ ✑
何十回とmakeを繰り返し、ようやく全てのビルドが完了した。✓ ✏
miku@negi% sudo make install

-----

SUCCEEDED: glib2 gio2 gdk_pixbuf2 pango atk gtk2

FAILED: NONE

-----

Done.✒ ✑

2.5.3 rcairoのビルド
最後にもうひとつ、rcairoが必要である。
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✓ ✏
miku@negi% git clone https://github.com/rcairo/rcairo

miku@negi% cd rcairo

miku@negi% /usr/miku/bin/ruby extconf.rb

miku@negi% make && sudo make install

✒ ✑
これで、mikutterの動作に必要なライブラリは全て揃った。

2.5.4 動作確認
今回作成した環境では、mikutterはAOuth認証画面まで正しく行うことができたもの
の、残念ながら gdkと rcairoのエラーにより、タイムラインの表示を行うことができな
かった。rubyの trunkは比較的普通に利用できるが、ruby-gtk2の trunkを利用するのは、
gtk2との関係もあるためかなかなか難しいようだ。11

3 LTSPを用いたmikutter環境展開システムの構築
3.1 概要
大学の研究室等でmikutterを広めたい、しかし学生は皆Windowsユーザー。そんな状
況を打破するべく、LTSP12を用いたmikutter環境展開システムの構築方法を紹介する。

3.2 クライアント環境
PXE bootに対応したネットワークインターフェースを持ち、Debian wheezy(i386)13が
正常に動作するコンピュータを想定する。BIOS のブート順の設定にて、PXEboot(ネッ
トワークブート)を最優先にしておく必要がある。

3.3 サーバ環境
物理ネットワークインターフェースが 2ポート利用できるサーバを準備する。今回は、
ネットワークインターフェース (RTL8169、いわゆる蟹)が 3ポート存在するはつねサー
バを利用し、その上に Xen DOMUを作成し Debian wheezy(x86_64)をインストールし
た。勿論仮想化を行わず直接Debianをインストールしてもよい。また、サーバはDebian

に限らずUbuntu等でも同様の手順にて構築できる。14

11筆者は ruby と mikutter は Subversion にて取得したものを用い、ruby-gtk2 と rcairo は rubygems に
てインストールしたものを用いている。ruby-gtk2 と rcairo の gem パッケージ (gtk2, cairo) はディストリ
ビューションに依存しないため、常に最新安定版を利用できる。

12LTSP(Linux Terminal Server Project)とは、Linuxを用いた容易に利用できるシンクライアントシス
テムのサポートを目指したプロジェクトである。

13Debian http://www.debian.org/
14Ubuntu の 場 合 、イ ン ス ト ー ラ の 時 点 で LTSP の 設 定 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。

https://help.ubuntu.com/community/UbuntuLTSP/LTSPQuickInstall
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✓ ✏
name="mikan"

vcpus=2

memory=1024

vif=[’mac=00:16:3e:39:13:30,bridge=bridge0’,

’mac=00:16:3e:39:13:31,bridge=bridge1’]

disk=[’phy:/dev/mapper/hvg0-Mikan,sda,w’]

kernel="/home/miku/vm/bzImage"

root=’/dev/xvda ro’

✒ ✑
ネットワークインターフェースは、eth0が外向け、eth1が内部向け (クライアント側)

になる。また、eth0には 10.39.39.100/24、eth1には 192.168.67.1/24がそれぞれ割り当て
られる。

3.4 サーバ環境構築
LTSPサーバ上にて、クライアントが mikutterを起動できる状態になるまでの設定を
行う。

3.4.1 ネットワークの設定
初めに、今回の環境に合わせネットワークインターフェースの設定を行う。Debianで
は/etc/network/interfacesにネットワーク設定を記入する。✓ ✏

auto lo eth0 eth1

iface lo inet loopback

iface eth0 inet static

address 10.39.39.102

netmask 255.255.255.0

gateway 10.39.39.1

dns-domain k.hachune.net

dns-nameservers 10.39.39.1

iface eth1 inet static

address 192.168.67.1

netmask 255.255.255.0

✒ ✑
networkingの restartは deprecatedとなっているので、一旦 rebootを行う。また、ipt-

ables等の設定は ltsp-server-standaloneのインストール時に既に行われる。

3.5 LTSPパッケージの導入
次に LTSPサーバをインストールする。この際、クライアントが利用するデスクトップ
環境も同時にインストールを行う。デフォルトは gnomeであるが、今回は軽量さを重視し
て awesomeを利用する。✓ ✏

miku@mikan% sudo aptitude install ltsp-server-standalone awesome

✒ ✑
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3.5.1 dhcpdの設定
クライアントは PXE bootと NFS rootで起動される。まず、/etc/ltsp/dhcpd.confを
編集する。/etc/dhcp/dhcpd.confではないので注意が必要である。✓ ✏

authoritative;

subnet 192.168.67.0 netmask 255.255.255.0 {

range 192.168.67.20 192.168.67.250;

option domain-name "ltsp.k.hachune.net";

option domain-name-servers 192.168.67.1;

option broadcast-address 192.168.67.255;

option routers 192.168.67.1;

next-server 192.168.67.1;

# get-lease-hostnames true;

option subnet-mask 255.255.255.0;

option root-path "/opt/ltsp/i386";

if substring( option vendor-class-identifier, 0, 9 ) = "PXEClient" {

filename "/ltsp/i386/pxelinux.0";

} else {

filename "/ltsp/i386/nbi.img";

}

}

✒ ✑
また、/etc/default/isc-dhcp-serverの設定も必要である。ここでは、DHCPD_CONF

と INTERFACESの行を環境に合わせ修正する。✓ ✏
DHCPD_CONF=/etc/ltsp/dhcpd.conf

INTERFACES="eth1"

✒ ✑
設定が完了したら、dhcpdの再起動を行う。✓ ✏
miku@mikan% sudo service isc-dhcp-server restart

✒ ✑

3.5.2 NFSの設定
次に、NFSの設定を行う。今回は/opt/ltspをクライアントのルートディレクトリとし
て 192.168.67/24のネットワークに公開するため、/etc/exportsに以下の行を追加する。✓ ✏

/opt/ltsp 192.168.67.0/24(ro,no_root_squash,async,no_subtree_check)

✒ ✑
設定が完了したら、NFS関連サービスを再起動する。✓ ✏
miku@mikan% sudo service nfs-common restart

miku@mikan% sudo service nfs-kernel-server restart

✒ ✑

3.5.3 tftpdの設定
クライアントの起動に必要なカーネルや初期イメージは、dhcpにより指定され tftpに
より転送される。tftpの設定は、LTSPインストール時に既に行われている為必要ないが、
もし修正が必要になった場合は/etc/defaults/tftpd-hpaを参照する。
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3.5.4 クライアントブート環境の作成
/opt/ltsp以下に展開される、クライアントブート環境を作成する。ltsp-build-clientコ
マンドを用いると、指定したアーキテクチャのイメージを自動的に作成できる。クライア
ントのアーキテクチャに x86_64を指定することもできるが、ここでは設定ファイルにデ
フォルトで記入されている i386を用いる。✓ ✏

miku@mikan% sudo ltsp-build-client --arch=i386

✒ ✑
ディストリビューションを一から構築する為かなり時間がかかる場合があるが、じっくり
待つ。

3.5.5 クライアントの起動
クライアント側となる PCの PXE boot機能を BIOSにて有効にし、eth1側のネット
ワークに接続、起動する。PXE bootが一番最初になるよう Boot順に注意する。

3.5.6 デスクトップ環境とmikutterの設定
クライアント環境 (/opt/ltsp以下)は、クライアントを動作させるための限られた用途
に用いられる。一見クライアント環境はクライアント上で動いているように見えるが、実
体はサーバ上にあり、サーバのリソースを各クライアントにて共有する。そのため、クラ
イアントでユーザが利用するソフトウェアパッケージはサーバ側に導入する。

mikutterを利用するには、サーバ側に最低限以下のパッケージを導入する必要がある。

• ruby

• ruby-gtk2

• libnotify-bin

また、以下のパッケージを導入することでより華麗にmikutterを利用できる。

• 日本語フォント (fonts-vlgothic等)

• 日本語インプットメソッド (ibus-mozc等)

• subversion (trunk追い掛け用)

• 仮想端末 (sakura等)

その他にも、いくつかの設定が必要になるかもしれない。

• localesの再設定

• tzdataの再設定
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4 あとがき
本稿ではひたすらにmikutterを利用できる環境の構築について解説を行った。本稿作成
の作業を元に、近いうちにmikutter用のArchリポジトリを hachune.netにて公開したい
と考えている。しかし、諸事情により hachune.net のサーバをリプレースが必要で、少々
時間が掛かりそうだ。

5 参考文献
• PKGBUILD - ArchWiki

https://wiki.archlinux.org/index.php/PKGBUILD

• VCS PKGBUILD Guidelines - ArchWiki

https://wiki.archlinux.org/index.php/VCS_PKGBUILD_Guidelines

• AUR(en) - mikutter

http://aur.archlinux.org/packages.php?ID=47755

• LTSP Manual

https://sourceforge.net/projects/ltsp/files/Docs-Admin-Guide/LTSPManual.pdf
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